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1.平成28年度人文科教育学会研究発表会
第38回研究発表会 (平成28年5月12日，筑波大学文科系修士棟B406)
成田愛子(筑波大学大学院)I高等学校国語科の必修科目の内容決定過程-r国語jの総合性に
着目して-J
菊田尚人(筑波大学大学院)I国語科におけるポートフ ォリオ評価法の可能性についてJ
第39回研究発表会 (平成28年6月7日，筑波大学文科系修士棟B406)
宮j宰優弥(筑波大学大学院)I読書コミュニティの発展 読み聞かせ活動をテーマとするN小学
校「おはなしピーチの会jを例として-J
第61回人文科教育学会大会 (平成28年9月10日，筑波大学東京キャンパス文京校舎)
勝出光 (筑波大学) I中学生の書く行為に着目した国語科における読者反応の支援」
小林一貴(岐阜大学)I書くことの対話的構築と戸の方Ul告の学習」
第40回研究発表会 (平成28年11月7臼，筑波大学文科系修士棟B406)
KIM BOYE (筑波大学大学院)I山口喜一郎における日本語教授法と背景j
第41図研究発表会(平成28年12月13日，筑波大学文科系修士棟B4.06)
迫将倫(筑波大学大学院)Iヴイゴツキーの概念形成理論に対する批判的検討」
第62@]人文科教育学会大会 (工F成29年2月11日 筑波大学的属中学校 ・高等学校 桐陰会長官)
長田友紀(筑波大学)I国語教育海外展開の成果と課題-]ICAIミャンマ-Iil初等教育カリキ
ュラム改訂プロジェクト (第 l年次)Jの分析-J
森田香緒里(宇都宮大学)I日英児童作文における相手意識一発達的観点からの国際比較-J
※平成20年度の研究会を第l図研究発表会とする
2. r人文科教育研究j編集規定 (平成 2年 9月8日制定)
1.本誌は，人文科教育学会の機関誌として，年一回発行する。
2.本誌は，原則として本会会員の論文等を掲載する。
3.本誌は，論文，翻訳 書評のほか 学会情報に関する記事も掲載する。
4.投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会の選考によって決定する D
5.論文等の投稿に関する規定は， 引jに定める。
6.投稿原稿の形式 ・内容の変更 ・修正につき 編集委員会と執筆者との間で協議を行う場合
カまある。
7.編集委員会に関する規定は，別に定める。
3. r人文科教育研究J編集委員会規定(平成2年 9月8臼制定)
1 .編集委員会は，会員の牛lから総会において選出された若干名の委員によって構成する。
2.編集委員の任期は2年とする。但し，再任を妨げなし ED
3.編集委員長は，編集委員の互選によって決定する。
4. r人文科教育研究j投稿規定(平成2年9月8日制定宅平成13年 9丹8日改正ー平成19年9
月22日改正司平成22年9月4日改正司平成29年9丹18日改正)
1 .人文科教育学会の会員は，本誌に投稿することができる。
2.論文原稿は，未発表のものに限る。
3.論文原稿はA4 H友用紙1頁あたり枯43字×縦35行，文字は10.5pointで、作成し，原則として
12枚以内とする。本文には邦文タイトルおよび欧文タイトル，原稿の種類(研究論文，資
料，実践論文など)を明記するものとする。
4. 著者名等，著者が特定できるような情報は記さないこと。この条件に抵触する投稿は受け
付けない。
5.投稿は電子メールへの添付を原則とし，人文科教育学会 (jinbunka@human.tsukuba.ac.jp)
(こ送付するものとする。文章は wordもしくは PDFを原則とする。
6.送付Jこ際しては，氏名(ふりがな，および英語表記入所属，連絡先(住所・霊話番号)を
明記するものとする。
7.締め切りは3月末日とする。
8.本誌への掲載にあたっては，執筆科として15，000円を納入すること。ただし，学生会員は
5，000円とする。
9.掲載された論文は，原則として，筑波大学電子図書:館に登録するものとする。
5.人文科教育学会会計規約(平成29年9月18自制定)
1.本学会の会費は年額5，000円とする。
2.本学会の会計年度は，何二年4月1日より始まり翌年3月31日で終わる。決算報告及び予算
案は総会において承認及び審議決定される。
6.人文科教育学会規約細奥IJ
昭和63年度第 1号 過去2年間会費を納入していない会員は，納入するまで機関誌などの配布
を受けられない。本主Hl則は，昭和62年度と昭和63年度の2年間の会費未納者から適用される。
1Ii3f!J63年度第2号 会費を納入していない会員は，原則lとして，納入するまで機関誌への投稿
ができない。
平成 2年度第 l号 人文科教育学会からの退会を希望するものは，その旨を人文科教育学会
事務局に"1ヨし出ることとする。なお，書式については任意とする。本細則は，平成3年度か
ら適用される。
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{人文科教育学会役員] (50音順)
顧 問 桑原 隆 湊 吉正
~三』ζ 長 塚田泰彦
事務局長 甲斐雄一郎
理 事 小川雅子 長田友紀 甲斐雄一郎
首藤久義 高木まさき 塚田泰彦
q!寺島 甫
A阪EとL 事 初谷和行
{平成28・29年度編集委員会] (50音順 ・Oは委員長)
0飯田和明・長田友紀 ・甲斐雄一郎 -上谷順三郎 -高木まさき-寺井正憲 ・藤森裕治・柳津浩哉
{平成28・29年度学会運営}
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[執筆者](執筆}I慎)
石田喜美(横浜国立大学)・勝田光(筑波大学).西一夫(信州大学).鎌倉大和(信州|大学教育学
部附属長野中学校).森田真吾(千葉大学)・宮城信(富山大学)・勘米良祐太(浜松学院大学・筑
波大学大学院)・宮津優弥(筑波大学大学院)・石塚修(筑波大学)・長田友紀(筑波大学)・生野
金三(関西福祉科学大学)・ 小川雅子(UJ形大学)・秋田哲郎(筑波大学附属中学校).森田香緒盟
(宇都宮大学) ・ 高井太郎(~ヒ海道教育大学附属函館中学校) .菊田尚人(筑波大学大学院).鶴見
祐介(栃木県立石橋高等学校).鄭一葦(筑波大学大学院)・キムボイェ (筑波大学大学院)・迫将
倫(筑波大学大学院)・成田愛子(筑波大学大学院)
